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今後の展望 
事業部内だけでなく全事業部の製品出荷前検査として利用を検討 

 「今回導入したyarai analyzerは、お客様から“エプソン
製品は(マルウェアが混入されている心配がないので)安心し
て使える”との評価をいただくために、重要な役割を担っていく
と考えています。」（瀬木氏） 
 
 現在はビジュアルプロダクツ事業部が出荷前検査として
yarai analyzerを利用していますが、今後の実績や効果に
より他の事業部でも利用を検討していきたいとのことです。 

 
 

導入の効果 
判定結果の明確さと専門家でなくてもわかり易い判定理由 

 「現在はビジュアルプロダクツ事業部内の製品であるプロジェクターやラベルラ
イターに同梱されるソフトウェアとマニュアルの出荷前検査としてyarai 
analyzerを利用しておりますが、今後ビジュアルプロダクツ事業部の全製品
の出荷前検査としてyarai analyzerを利用します。 
 
 実際の使用感としては、マルウェアの技術的な専門家でなくてもマルウェア
の混入有無の判定がすぐわかる点に尽きると思います。」（赤塚氏） 
マルウェア感染していた場合も、 解析結果レポートの中でわかり易くマルウェ
ア判定の根拠が記載されており、問題点を迅速に特定できるため、対応時
間の短縮に繋がります。 
 
 「また、マルウェアの解析については、通常外部の専門家へ解析依頼をしま
すので、当然時間だけでなく膨大な費用がかかってしまうことが想定されます。
しかし、yarai analyzerの導入によって外部に解析を依頼する必要がなく
なり、大幅に コストを削減することができます。」（赤塚氏） 

Ver. 2.00.03 

導入の経緯 
未知マルウェア感染の有無を判定できるＦＦＲＩセキュリティの技術力に注目 

 「エプソン本社のセキュリティ担当者が、他の製品などでかかわりがあったFFRIセキュリティに対してサンドボックス内で
の振る舞い検知で未知マルウェアの感染を検査することができないかと投げかけたのがきっかけでした。 
 
 その後FFRIセキュリティより課題や運用面を含めて提案をいただき、yarai analyzerの評価版を導入するまでに
至りました。実際に評価したところ、製品に同梱されるソフトウェアとマニュアルに対して、未知マルウェア感染の有無を
判定できることから出荷前検査としてyarai analyzerの採用を決定しました。」（赤塚氏） 
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